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地殻に小川や湧水があるのに、水道水が普及しない。 
小規模の浄水施設があっても、水道水が普及しない。 

能
登
半
島
地
震
で
は
、
何
カ
月
も
水
道
が
普
及
し
て
い
な
い
。 



 

自
然
の
仕
組
み
の
活
用
の
浄
化
法 

２
０
年
以
上
も
前
か
ら
問
題
に
し
て
い
た
。 

何とか、地方の水道を支援しようとNPOとして活動始めた。 



 

沈
殿
池
と
砂
ろ
過
で
き
れ
い
な
水
を
つ
く
っ
た
。
ろ
過
池
の
水
深
は
３
８
㌢ 

近代水道の歴史は、２００年しかない。 

急速ろ過は、凝集薬品沈殿ろ過処理 
塩素殺菌が必須だった。 



 大腸菌は病原菌でない。 

日本の水道水に塩素殺菌を米軍が強制し、現在まで続いている。 



 

日
本
の
教
科
書
に
は
、
急
速
ろ
過
の
解
説
し
か
な
い
。 

素手で食べる国は多い。 

凝集剤では、濁りは除けても、細菌は除けない。 



 

長野県は、無処理の水道水割合が多い。 

人口が多い都会は、
急速ろ過が多い。 全

国
で
も
、
無
処
理
の
浄
水
施
設
が
一
番
多
い
。 

JICA 研修では、緩速ろ過の仕組みをバケツで解説。 



 

沖
縄
で
は
、
毎
年
、
緩
速
ろ
過
の
浄
水
場
を
見
学
し
、
モ
デ
ル
で
仕
組
み
を
解
説
。 

日本政府は、KIZUNA で生物浄化法を世界に宣伝 

沖縄で学んだ浄化法モデルを、フィジーに戻り
自分でつくり、安全性を確かめた。 



 

展覧会で、首相に、沖縄で学んだ浄化法モデルを説明。
これなら、フィジーに普及できると解説した。 

フ
ィ
ジ
ー
の
国
家
事
業
が
始
ま
っ
た
。 

既存の無処理の水道水を、沖縄で学んだ
浄化法で、安全な水にした。 

建
設
指
針 



 

維持管理指針 

仕
組
み
を
理
解
し
、
自
分
で
浄
化
装
置
を
作
っ
た
。 

上田・長野間の水道のモデル案が公表された。 



 

急速ろ過が問題で、上田市を巻き込んでいるのではという
モデル案みたい。 

水
道
の
課
題
は
、
全
部
、
急
速
ろ
過
の
問
題
か
な
。 

上田・長野間の水道のモデル案は、
議論のすりかえがあるみたい。 



 

緩速と急速の水質の違いに注目したい。 
長
野
県
企
業
局
は
、
緩
速
ろ
過
の
極
意
と
い
う
研
修
を
２
回
も
行
っ
た
。 

フィジーは、自分らで、安全な水へと動
いている。私は、それに協力した。 



 

研修生もモデル作成をビデオに撮り、公開してくれた。 

オイスカの人が、神田川の水から、飲料
可の水に生物浄化法でつくってくれた。 

日
本
や
山
国
、
無
処
理
で
安
全
で
お
い
し
い
水
が
身
近
に
あ
る
。
そ
れ
を
使
い
た
い
。 


